
先
週
の
二
十
一
日(

水)

～

と
な
り
ま
し
た
。
初
日
、
し
か
も
友
達
同
士
で

二
十
三
日(

金)

ま
で
の
二
泊

の
宿
泊
と
い
う
事
で
、
生
徒
の
中
に
は
な
か
な

三
日
で
二
年
の
修
学
旅
行
が

か
寝
付
け
な
い
生
徒
も
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

奈
良
･
京
都
･
大
阪
の
三
県
に

発
熱
や
体
調
を
崩
し
た
生
徒
が
四
名
で
、
う

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ち
三
名
は
回
復
し
た
が
、
発
熱
の
あ
る
一
人
の

初
日
は
、
午
前
八
時
に
那

生
徒
は
二
日
目
に
病
院
で
受
診
し
、
幸
い
に
も

覇
空
港
を
出
発
し
、
離
陸
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
な
か
っ
た
と
の
事
。

知
ら
ぬ
土
地
で
の
移
動
で
、

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
経
験
を
今

着
陸
時
に
は
、
拍
手
や
歓
声

二
日
目
は
、
六
時
三
十
分
起
床
・
七
時
二
十

時
間
的
な
感
覚
が
う
ま
く
調

後
の
学
校
生
活
に
活
か
し
て

も
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
関
西

分
朝
食
後
に
、
八
時
十
分
か
ら
各
班
ご
と
に
市

整
で
き
ず
に
、
ホ
テ
ル
へ
帰

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

空
港
に
着
い
た
後
は
、
最
初

内
の
自
主
研
修
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。
チ
ェ
ッ

る
時
間
に
遅
れ
た
班
が
多
く
あ

到
着
後
、
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ

の
見
学
地
の
大
阪
企
業
家
ミ

ク
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
全
員
が
必
ず
見
学
す
る

っ
た
と
の
事
で
す
。
ホ
テ
ル
到

ン
ダ
ン
ト
か
ら
「
と
て
も
良

ュ
ー
ジ
ア
ム
に
予
定
よ
り
も

場
所
（
清
水
寺
・
金
閣
寺
）

着
後
は
、
入
浴
･
食
事
を
済
ま
せ
、

い
生
徒
さ
ん
達
で
す
ね
」
と

早
め
に
移
動
で
き
ま
し
た
。

も
入
れ
な
が
ら
、
時
間
内

毎
年
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る

言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
奈
良
公
園
で
の

に
見
学
・
体
験
等
の
で
き

全
体
レ
ク
を
行
い
ま
し
た
。
本
番
当

多
く
の
人
の
支
え
が
あ
っ

シ
カ
と
の
触
れ
合
い
や
南
大

る
コ
ー
ス
を
、
事
前
に
各

日
へ
向
け
て
、
各
学
級
で
練
習
を
重
ね

た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
！

門
・
東
大
寺
見
学
を
終
え
、

班
で
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

て
き
ま
し
た
。
各
学
級
と
も
趣
向
を
凝

宿
泊
す
る
「
ホ
テ
ル
平
安
の

見
知
ら
ぬ
街
で
、
地
図
を

ら
し
た
出
し
物
で
、
大
成
功
で
終
え
る
事
が
で

森
」
へ
移
動
し
、
入
館
式
や

た
よ
り
に
み
ん
な
で
協
力

き
ま
し
た
。

入
浴
・
食
事
、
そ
し
て
全
体

し
な
が
ら
の
自
主
研
修
で
、

最
終
日
は
、
起
床
･
朝
食
･退
館
式
終
了
後
、

去
る
二
十
一
日(

水)

に
、
技
術
教
室
裏
に
て

会
や
係
会
・
合
同
会
、
学
級

一
人
一
人
の
行
動
力
も
ア

大
阪
城
見
学
へ
と
移
動
し
ま
し
た
。
一
時
間
あ

育
て
ら
れ
て
い
た
｢
小
松
菜
｣
｢
ほ
う
れ
ん
草
｣
が
、

会
や
し
お
り
記
入
後
に
就
寝

ッ
プ
す
る
と
考
え
る
。
見

ま
り
の
見
学
後
は
、
最
後
の
見
学
地
で
あ
る
ユ

五
組
の
生
徒
に
よ
っ
て
収
穫
さ
れ
、
職
員
室
の

ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
へ
移
動
。

方
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

昼
食
を
含
め
た
五
時
間
あ
ま
り
、
多
く
の
ア
ト

小
粒
で
は
あ
る
も
の
の
、

ラ
ク
シ
ョ
ン
等
で
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し

種
か
ら
育
て
た
野
菜
を
持
つ

た
。

こ
の
旅
行
を
通
し
て
、
生
徒
達
の
反
応

生
徒
の
表
情
に
は
育
て
上
げ

も
徐
々
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
が
見
ら
れ
、
今

収
穫
で
き
た
喜
び
と
充
実
感

後
に
向
け
て
期
待

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

が
持
て
る
よ
う
に

雑
草
が
茂
っ
て
、
長
い
間

な
っ
た
と
い
う
の

手
つ
か
ず
で
い
た
場
所
を
時

も
一
つ
の
大
き
な

間
を
か
け
て
雑
草
取
り
を
し

収
穫
で
す
。

て
い
た
の
が
実
を
結
ん
だ
形

集
団
生
活
の
中

に
な
り
ま
し
た
。

で
、
大
切
な
事
を

育
て
て
い
る
野
菜
に
は
根

学
ん
だ
事
と
思
い

菜
も
あ
る
と
の
事
で
し
た
。

進路決定直前!!
－高校受験へ向けて－

来る29日(木)･30日(金)は、
３年の進路決定があります。将
来の目標達成へ向けて、どのよ
うな進路選択をするのか。避け
ては通れない道です。自分を知
り、将来何をやりたいのか。
その内容については、ほとん

どの生徒は３月の高校受験へ向
けて、生徒･保護者･担任による
大事な確認の場になります。
１・２年生の生徒の皆さん、

将来へ向けての備えは大丈夫で
すか。早く決定すれば良いとい
うものでないかも知れないが、
一つの目標を持ち、その目標達
成のための努力を続ける事は、
決して無駄にはなりません。た
とえ途中で進路変更があったと
しても、その努力していた事は
活かされる事でしょう。
３年になってから慌てる事が

ないように、今から自分自身の
実績づくりや基礎学力の定着を
目指しましょう。日頃からの地
道な努力が大切です。そうする

事により、進路
選択の幅が大
きく広がっ
てきます。

平成27年
1月26日

神原中
不定期46号

旅行団帰沖!!
～２泊３日の修学旅行 奈良・京都・大阪～ 神

中
し
ー
ぶ
ん

野
菜
も
収
穫
！

消防署が…!!
現在、本校のプール横の空

き地(旧委員会後)に、消防署
を建てる計画が進められてい
ます。去る23日(金)には、地
鎮祭が行われました。那覇市
内を５分以内でカバーするた
めに、いくつかの消防署が移
転・統合予定との事です。
今回の場所は、学校のすぐ

横にできるという事で、昨年
度に地域住民・神原小・中学
校代表を集めての説明会を行
っています。今後、不発弾調
査等を行った後、来年の４月
運用開始ができるように工事
を進めるとの事です。
子ども達の学習環境の悪化

に繋がらないよう、特に工事
中の騒音等について、消防署
・請負業者との話し合いを校
長室で持っています。
また、子ども達の登下校時

の安全確保の面についても対
応をお願いしてあります。


